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1. 計画（Plan)

年度実績 年度実績 年度実績 年度実績

令和5 令和6 06 03

4 生涯学習の推進

生涯学習課 0285-82-7150

文化課、スポーツ振興課、自然教育センター、科学教育センター、プロジェクト推進課

市民

令和2 令和3 令和4 令和5 令和6 令和6

人口 人 78,874 78,144 77,635 77,578

市民が生涯にわたり自主的、積極的に学習に取り組み、市民一人一人が学んだことを社会生活に活かす等、生きが
いを持って心豊かに生活できるよう、支援の充実を図ります。

・生涯学習に関する講座数及び参加延べ人数は、生涯学習課、図書館、文化課、スポーツ振興課、自然教育セ
ンター、科学教育センター、で行った講座数の合計とする。
・出前講座数及び参加延べ人数は、生涯学習課での集計結果とする。
・図書館利用者数及び貸出冊数は、真岡市図書館、二宮図書館及び西分館図書室の集計結果とする。
・まちのステーション整備は「真岡市新庁舎周辺整備基本計画」の整備スケジュールと事業の進捗状況とする。

平成30
令和2 令和3 令和4 令和5 令和6

令和6

市民講座数 講座 203
206 210 213 217 220

220
99 138 163 190

市民講座参加延べ人数
人 14,381

14,505 14,629 14,752 14,876 15,000
15,000

3,625 8,153 8,190 12,074

出前講座数(実施講座数)
講座 173

178 184 189 195 200
200

48 55 83 125

出前講座参加延べ人数
人 4,879

4,903 4,927 4,952 4,976 5,000
5,000

946 1,234 1,754 2,813

まちのステーション整備
― 基本構想策定

事業者募 契約・設計 設計・建設工事 建設工事 オープン

事業者募集等 契約・設計 設計・建設工事 建設工事

図書館利用者数(3施設)
人 241,856

243,485 245,114 246,742 248,371 250,000
250,000

133,910 144,649 161,394 162,279

図書館貸出冊数 冊 287,152
289,722 292,291 294,861 297,430 300,000

300,000
236,635 243,033 254,266 243,127

・市民は、生涯にわたり自主的・積極的に生涯学習に取り組む。
・行政は、市民や自主団体の生涯学習活動を支援するため、学習機会や学習の場の提供、学習環境の整備に努める
。



（１）施策目標達成に対する要因分析と課題（①構成事業が与えた影響、②外的要因を踏まえて検証）

（２）今後の方向性（（１）の要因分析を踏まえ、施策目標達成に向けた方針を示す）

2. 実行（Do）→個別事務事業の実施による（事務事業マネジメントシート参照）

3. 検証・評価と今後の方向性（Check & Action)

◎市民講座の講座数及び参加延べ人数について
【要因分析】
・市民講座については、新型コロナウィルス感染症の影響により、令和2年度から講座数、参加人数共に大幅に減少した。その後、徐々に回復し、令和5年度には講座数が190、参
加延人数は12,074人となり、目標値に達しなかったが、コロナ明けの影響が残っているものと思われる。
・講座メニューについては、生涯学習課は市民講座、図書館は映写会やイベントなどの自主事業、文化課は歴史教室、クラシック音楽、美術館ギャラリートーク、スポーツ振興課は
スポーツ教室、自然教育センターは高齢者研修を実施しているが、特に参加人数が多かったものとして、図書館の映写会やイベントなどの自主事業が5,268人、自然教育センターの高齢者
研修が1,083人であった。
【課題】
・講座メニューについては、常に改善し、市民のニーズに合った内容のものを提供していく必要がある。
・講座によっては、オンラインフォームを導入していないものがある。
・講座の参加人数の増加を目指して、さらなる周知が必要である。

◎出前講座の講座数及び参加延べ人数について
【要因分析】
・出前講座は、新型コロナウィルス感染症の影響により、令和2年度から講座数、参加人数共に大幅に減少した。その後、徐々に回復し、令和5年度には講座数125、参加延べ人
数2,813人となり、共に目標値の半数強の水準となっている。出前講座は、地域及び市民が主催の事業であるため、回復には、今しばらく経過を注視していく必要がある。
【課題】
・コロナ禍による生活意識の変容により、地域及び市民が主催の事業については、引き続き活動できる環境を支援し、今後も粘り強く対応していく必要がある。
・オンラインフォームを活用した手続きを導入したが、講座内容と含めて広く周知していく必要がある。
・講座のメニューについて、常に改善し、市民のニーズに合った内容のものを提供していく必要がある。

◎まちのステーション整備について
【要因分析】
・当初の計画通り、建設工事が進行しており、進捗状況は遅滞なく実施できている。
【課題】
・（なし）

◎図書館の利用者数と貸出冊数について
【要因分析】
・図書館の利用については、新型コロナウィルスの影響は、他の社会教育施設と比較した場合、減少幅は軽微であり、令和5年度には、延べ施設利用者数16万2,279人、延べ貸出冊
数24万3,127冊であった。目標値に対しては、達成できなかった。その要因は、読書自体については、コロナ禍であっても「家読（うちどく）」などのニーズがあったのに対し
、来館については、老朽化により、雨漏り、空調の度重なる故障等により、安全、安心、快適な環境を提供することができなかったことが要因となっているものと考える。

【課題】
・真岡市立図書館は、施設の老朽化がすすんでいる。
・複合交流拠点施設の開館に伴い、二宮図書館のあり方を検討する必要がある。
・複合交流拠点施設の開館に伴い、西分館図書室のあり方を検討する必要がある。
・利用者数が回復していない状況である。
・図書の貸出数が回復していない状況である。
・複合交流拠点施設の図書館の活用を検討していく必要がある。

◎市民講座の講座数及び参加延べ人数について
・講座メニューについては、講師の確保を含め、参加者アンケートや他自治体の事例を研究するなどにより、時代と市民のニーズに合ったメニューを提供していく。
・オンラインフォームの導入を行っていないものについては、導入を検討していく。
・講座の周知については、ウィークリーニュースもおかやホームページ、SNSなどを活用して、効果的な広報を実施していく。
・活動のねらいとして、消費的な学習（学んで楽しかったいう感想だけで終わり）ではなく、具体的な行動変容や成果活用の取組など、今後の学習と実践（取組）をつなぐ働き
かけ、仕掛けを設けていく。

◎出前講座の講座数及び参加延べ人数について
・地域及び市民が主催事業における出前講座の活用について、多くの市民が利用できるよう、ニーズに合わせて、最少催行人数を変更し、少人数でも利用できるよう改善する。（
令和6年度から実施）引き続き、誰もが利用しやすい制度となるよう検討を続けていく。
・出前講座の周知については、ウィークリーニュースもおかやホームページ、SNSなどを活用して、効果的な広報を実施していく。
・講座のメニューについて、市民の多様なニーズに応えた新しいメニューを提供していくため、市民による多様な活動を目指す講師登録を促していく。
・講座に気軽に参加しやすくなるように、参加のオンラインに加えて、結果報告についてもフォームを活用できるようにしていく（令和6年度から実施）。

◎まちのステーション整備について
・まちのステーション（複合交流拠点）整備については、「遊ぶ・学ぶ・にぎわう」の機能を併せ持つすべての世代の交流の場となる複合交流拠点として、ＤＢＯ事業者と連携
を図り、令和7年1月25日の開館を目指していく。

◎図書館の利用者数と貸出冊数について
・真岡市立図書館は、老朽化により取り壊しを行う。（令和7年度取り壊し予定）
・二宮図書館は、二宮地区の拠点図書館として、複合交流拠点施設と連携して、更なるサービスの向上を目指す。
・西分館図書室は、学習室としての利活用に向けた整備を行っていく。（令和6年度から実施）
・利用者数を増やしていくため、魅力ある講座やイベントを企画し、より多くの市民に図書館に来館してもらえるよう創意工夫を行っていく。
・図書の貸出を増やしていくため、図書のディスプレイや特設コーナー及び関連イベントを開催し、図書の貸出が増えるような取組を行っていく。
・複合交流拠点施設の図書館について、複合施設としての機能を十分に生かしたイベントの開催を実施するとともに、IC チップや自動貸出機を導入した利便性の向上を図り、貸出
冊数の増加に努める。（令和6年度から実施）
　



評価結果

成果指標名 単位 年度実績 今後の方向性

成果指標
NO 総重、総新

戦拡、戦新
事務事業名 担当

4. 構成事業一覧（個別事務事業一覧）

令和5

1 総重/戦新
複合交流拠点整備事業 プロジェクト推進課複合

交流拠点整備係

事業者募集選定手続き 現状維持 

複合交流拠点の設計 現状維持 

複合交流拠点の建設 建設工事 現状維持 

複合交流拠点の運営 現状維持 

2 市民講座・出前講座の開設事業 生涯学習課生涯学習係 市民講座（真岡市公民館及び５分館分）
開設数 講座

42 事業のやり方
改善 

出前講座開催数
回

125 事業のやり方
改善 

3 公民館管理運営事業 生涯学習課生涯学習係 利用者数
人

27,911 事業のやり方
改善 

学習意欲を持って日ごろ学習に取り組ん
でいる市民の割合（定例団体利用者／１
８歳以上の市民）

%
9.7 事業のやり方

改善 

修繕件数
件

0 事業のやり方
改善 

4 高齢者研修事業 自然教育センター自然教育

センター

研修参加者数
人

1,083 現状維持 

研修に参加し満足した割合

%
97.0 現状維持 

5 プラネタリウム公開事業 科学教育センター科学教

育センター

プラネタリウム一般公開開催日数

日
37 廃止 

プラネタリウム一般公開観覧者数

人
2261 廃止 

プラネタリウム団体利用観覧者数

人
2805 廃止 

6 地域公民館活動奨励事業 生涯学習課教育委員会　

生涯学習課　生涯学習係

地域コミュニティ事業奨励費交付件数

件
97 現状維持 

地域公民館建築補助件数

件
11 現状維持 


